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第 1 章： インストールおよび設定（自動オプショ
ン）

JEE 上の AEM forms のインストール時に、多様なインストールおよび設定のオプションを選択して、自動インストールを
カスタマイズできます。自動インストールには次のオプションがあります。

高速モード：デフォルト設定と制限された設定画面を使用して、設定を完了します。高速モードは、特別なシステム設定を
必要としない場合に推奨されます。

カスタムモード：システム設定をカスタマイズできますが、JEE 上の AEM forms、JBoss Application Server および 

MySQL データベースについての知識が別途必要です。

部分的な自動オプション：JBoss Application Server を使用して、JEE 上の AEM forms の設定を完了します。ただし、こ
のオプションを使用すると独自の JEE 上の AEM forms 用データベースを設定できます。

1.1 インストーラーの確認
インストールプロセスを開始する前に、インストーラーファイルについて、次のベストプラクティスを確認してください。 

1.1.1 DVD インストールメディアの確認
入手したインストールメディアが破損していないことを確認します。JEE 上の AEM forms をインストールするコンピュー
ターのハードディスクにインストーラーのメディアコンテンツをコピーする場合は、必ず、すべての DVD コンテンツを
ハードディスクにコピーしてください。インストールエラーを避けるには、Windows のパスの最大長を超えるディレクト
リパスに DVD インストールイメージをコピーしないでください。

1.2 JEE 上の AEM forms の設定
JEE 上の AEM forms がコンピューターにインストールされたので、Configuration Manager を実行して設定を行う必要
があります。Configuration Manager の実行には、高速モード（短時間でのデプロイに推奨）またはカスタムモードを選
択することができます。 

• Configuration Manager を高速モードで実行するための詳しい手順については、1 ページの「1.2.1 JEE 上の AEM 

forms の設定 - 高速モード」を参照してください。

• Configuration Manager をカスタムモードで実行するための詳しい手順については、JEE 上の AEM forms の設定 - カ
スタムモードを参照してください。

1.2.1 JEE 上の AEM forms の設定 - 高速モード
注意： Configuration Manager の実行中に F1 キーを押すと、現在表示されている画面に関するヘルプ情報が表示されま
す。「進行状況ログを表示」をクリックすると、いつでも設定の進行状況を確認できます。
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注意： 設定中に、「Reset to Default」オプションを使用して Configuration Manager 内のデータをリセットする必要があ
る場合は、Configuration Manager を必ず再起動してください。再起動しない場合、表示されない設定画面が発生する可
能性があります。

1 JEE 上の AEM forms のインストールから続けて作業をしている場合は、手順 3 に進みます。それ以外の場合は、[aem-

forms root]\configurationManager\bin フォルダーに移動して ConfigurationManager.bat スクリプトを実行しま
す。

2 プロンプトが表示されたら、使用する言語を選択して、「OK」をクリックします。

3 Adobe Experience Manager formsへようこそ画面で、「次へ」をクリックします。

4 アップグレードタスクの選択画面で、「LiveCycle ES4 SP1 からのアップグレード」の選択が解除されていることを確認
します。LiveCycle から AEM forms へのアップグレードを実行する場合は、『JEE 上の AEM forms 自動アップグレー
ドガイド』を参照してください。「次へ」をクリックします。

5 自動モード画面で、「高速モード」（短時間でのデプロイに推奨）を選択し、「次へ」をクリックして、次のセクションに
進みます。

1.2.1.1 モジュールの選択と CRX の設定 
1 モジュール画面で、ライセンスされ、デプロイする予定の JEE 上の AEM forms モジュールが選択されていることを確
認して、「次へ」をクリックします。

リストからいずれかのモジュールを選択すると、JEE 上の AEM forms Foundation は設定とデプロイメントに含まれま
す。

注意： 適切な設定と機能のために、一部のモジュールは他のモジュールとのテクニカルな依存関係をもちます。相互依存
するモジュールが選択されていない場合、Configuration Manager はダイアログを表示し、それより先の操作はできな
くなります。例えば、Correspondence Management モジュールを設定する際には、 Forms、Output、Content 

Repository モジュールを選択する必要があります。 

注意： ライセンスされているすべてのモジュールを同時にデプロイする必要はありません。後で Configuration 

Manager を実行して、必要なモジュールをデプロイすることができます。

2 自動オプションの JBoss SSL を設定画面で、SSL 証明書の設定に関する情報を入力し、「JBoss SSL を設定」をクリック
します。設定が完了したら、「次へ」をクリックします。 

「設定をスキップ」を選択して、この手順をスキップし、後から Configuration Manager で、この設定を行うこともで
きます。 

• 証明書エイリアス：証明書の参照に使用する一意の代替名。

• キーストアファイル名：鍵および証明書の保存に割り当てられたキーストア名。

3 CRX 設定画面で、 

1 リポジトリのパスを指定します。デフォルトの場所は、[aem-forms root]/crx-repository です。

2 必要に応じてリポジトリタイプを選択します。 

CRX3 Mongo DB を選択する場合、Mongo データベース名とデータベースの URL を指定します。

3 オプションで AEM サンプルをインストールするには、使用する AEM Samples をインストールする必要がありま
す。

4 「設定」をクリックして、指定した場所に必要なレポジトリを作成します。

これにより、JEE 上の AEM forms Core EAR ファイル内にバンドルされるようにリポジトリを設定します。 

「次へ」をクリックして、続行します。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_upgradeTurnkey_6_jp
http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_upgradeTurnkey_6_jp


3JEE 上における AEM FORMS のインストールおよびデプロイ（JBOSS TURNKEY を使用）
インストールおよび設定（自動オプション）

最終更新日 2016/2/17

元の Core EAR ファイルのバックアップ（Adobe-jboss-core-ear.orig）は、[aem-forms root]\deploy フォルダー
に取り込まれます。CRX リポジトリを含めずにセットアップを再度実行する場合には、EAR ファイルを復元できま

す。

注意： パッケージが構成済みになると、Configuration Manager を再実行して削除することはできません。 デプロイ済
みパッケージをアンインストールするには、Package Manager を使用してアンインストールおよび削除する必要があり
ます。

1.2.1.2 検証サンプルのインストール
❖（Forms、Assembler および Output のみ）Adobe Experience Manager インストール検証サンプル（IVS）EAR 

ファイル画面では、サービス用の 3 つのサンプルアプリケーションをインストールできます。これらのサンプルファイル
をインストールするには、「IVS EAR をデプロイメントセットに含めます」を選択し、「次へ」をクリックします。 

adobe-output-ivs-jboss.ear、adobe-assembler-ivs.ear および adobe-forms-ivs-jboss.ear が表示されます（モジュール画面で各
モジュールを選択した場合のみ）。

注意： IVS EAR ファイルは実稼働環境にデプロイしないでください。

1.2.1.3 自動高速モードと CRX の設定の概要
❖ 高速モード画面で、「開始」をクリックして JEE 上の AEM forms の設定およびデプロイメントを開始し、完了したら、
「次へ」をクリックします。

1.2.1.4 Connector for EMC Documentum
❖ EMC Documentum のクライアントを指定画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• 「Connector for EMC Documentum コンテンツサーバーを設定」オプションを選択したままにし、適切な EMC 

Documentum クライアントバージョンおよびディレクトリパスを選択して、「検証」をクリックします。完了した
ら、「次へ」をクリックし、次の画面でタスクを完了します。

• EMC Documentum Content Server 設定を指定画面で、必要な値を入力し、「次へ」をクリックします。

• Adobe Connector for EMC Documentum を設定画面で、「Documentum Connector を設定」をクリックし
ます。完了したら、「次へ」をクリックします。

• 後で EMC Documentum を手動設定するには、「Connector for EMC Documentum コンテンツサーバーを設定
します」オプションの選択を解除し、「次へ」をクリックします。

1.2.1.5 Connector for IBM Content Manager
❖ IBM Content Manager のクライアントを指定画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• 「Connector for IBM Content Manager を設定」オプションを選択したままにし、適切なディレクトリパスを入力
して「確認」をクリックします。完了したら「次へ」をクリックし、次の画面でタスクを完了します。

• IBM Content Manager サーバーの設定を指定画面で、必要な値を入力し、「次へ」をクリックします。

• Adobe Connector for IBM Content Manager を設定画面で「IBM Content Manager Connector を設定」を
クリックします。完了したら、「次へ」をクリックします。 

• 後で IBM Content Manager を手動設定するには、「Connector for IBM Content Manager を設定」オプション
の選択を解除し、「次へ」をクリックします。
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1.2.1.6 Connector for IBM FileNet
❖ IBM FileNet のクライアントを指定画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• 「Connector for IBM Content Manager を設定」オプションを選択したままにし、適切な IBM Filenet クライアン
トのバージョンとディレクトリパスを入力して、「検証」をクリックします。完了したら、「次へ」をクリックし、次
の画面の操作を完了します。

• IBM FileNet Content Server の設定を指定画面で、必要な値を入力し、「次へ」をクリックします。

• Connector for IBM FileNet Process Engine を設定画面で、適切なバージョン（有効な場合）とディレクトリパ
スを入力し、「検証」をクリックします。完了したら、「次へ」をクリックします。

• IBM FileNet Process Engine サーバーの設定画面で、必要な値を入力し、「次へ」をクリックします。

• Adobe Connector for IBM FileNet を設定画面で、「FileNet Connector を設定」をクリックします。完了した
ら、「次へ」をクリックします。

• 後で IBM FileNet を手動設定するには、「Connector for IBM FileNet Content Manager を設定」オプションの
選択を解除し、「次へ」をクリックします。

1.2.1.7 Connector for Microsoft SharePoint
Connector for Microsoft SharePoint を設定画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• 「Connector for Microsoft SharePoint を設定」オプションを選択したままにします。必要な値を入力し、
「SharePoint Connector を設定」をクリックします。完了したら、「次へ」をクリックします。

• 後で Microsoft Sharepoint を手動設定するには、「�Connector for Microsoft SharePoint を設定 �」オプションの選
択を解除し、「�次へ �」をクリックします。

1.2.1.8 ECM Connector の設定の検証
設定を確認画面で、次のいずれかを実行します。

• 初めてコネクタを設定する場合、または前の画面で設定のいずれかを変更した場合、「アプリケーションサーバーを再起
動」オプションを選択したままにし、「設定を検証」をクリックします。検証に成功したら、「次へ」をクリックします。

• コネクタを後で設定する場合は、「アプリケーションサーバーを再起動」オプションの選択を解除して「設定を検証」を
クリックします。検証に成功したら、「次へ」をクリックします。

1.2.1.9 PDF Generator の設定
1 PDF のネイティブ変換に必要な管理者のユーザー資格情報画面で、サーバーマシンの管理者権限を持つユーザーのユー
ザー名とパスワードを指定します。「ユーザーを追加」をクリックします。

Windows Server 2008 の場合は管理ユーザーを 1 人以上追加し、「次へ」をクリックします。

注意： Windows 2008 Server および Windows 2012 Server で、追加するユーザーのユーザーアカウント制御（UAC）
を無効にします。 

2 Document Services PDFGenerator System Readiness Test 画面で「開始」をクリックして、PDF Generator を使用
する上でシステムが適切に設定されているかを検証します。System Readiness Tool レポートを確認し、「次へ」をク
リックします。

1.2.1.10 Acrobat Reader DC Extensions 証明書の設定 
❖ Acrobat Reader DC Extensions 証明書の設定画面で、次のいずれかのオプションを選択します。

• Acrobat Reader DC Extensions 証明書ファイルを検索し、選択します。秘密鍵証明書のパスワードを入力し、証明
書に名前を付けます。「設定」をクリックし、設定が完了したら、「次へ」をクリックします。
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• 「Adobe Experience Manager 管理コンソールを使用して後から設定」を選択して上記の手順をスキップし、「次へ」
をクリックします。管理コンソールから使用権限秘密鍵証明書を設定できます（設定／ Trust Store の管理／ローカ
ル秘密鍵証明書）。

1.2.1.11 タスクの概要
Configuration Manager タスクの概要リストを確認し、「次の手順」を選択して、JEE 上の AEM forms のユーザーと管理
インターフェイスに関する情報を含む html ページを起動します。「完了」をクリックします。
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第 2 章： インストールおよび設定 - 部分的な自動
オプション

部分的な自動オプションモードのインストールを使用すると、インストーラーと共に提供される JBoss Application Server 

を使用して JEE 上の AEM forms の設定を行うことができます。独自のデータベースを設定することもできます。

2.1 インストーラーの確認
インストールプロセスを開始する前に、インストーラーファイルについて、次のベストプラクティスを確認してください。

2.1.1 DVD インストールメディアの確認
入手したインストールメディアが破損していないことを確認します。JEE 上の AEM forms をインストールするコンピュー
ターのハードディスクにインストーラーのメディアコンテンツをコピーする場合は、必ず、すべての DVD コンテンツを
ハードディスクにコピーしてください。インストールエラーを避けるには、Windows のパスの最大長を超えるディレクト
リパスに DVD インストールイメージをコピーしないでください。

2.1.2 ダウンロードしたファイルの確認
アドビの Web サイトからインストーラーをダウンロードした場合は、MD5 チェックサムを使用してインストーラーファイ
ルの整合性を検証してください。ダウンロードファイルの MD5 チェックサム値を計算し、アドビのダウンロード Web ペー
ジで公開されたチェックサム値と比較するには、WinMD5 などのツールを使用します。

2.2 JEE 上の AEM forms のインストール 
1 次のいずれかの操作を行います。

• ダウンロードサイトにある JBoss_DVD.zip ファイル（Electronic Software Download（ESD）ファイル）をファ
イルシステムにダウンロードし、すべて展開します。JBoss_DVD.zip ファイルのディレクトリ階層は変更しないで
ください。

• ZIP ファイルを展開したら、次のいずれかの方法を使用してインストーラーを起動します。

• （32 ビットシステムの場合）¥server¥Disk1¥InstData¥Windows¥VM フォルダーの install.exe ファイルをダブ
ルクリックします。 

• （64 ビットシステムの場合）¥server¥Disk1¥InstData¥Windows_64¥VM フォルダーの install.exe ファイルを
ダブルクリックします。

• JBoss DVD から ¥server フォルダーに移動します。次のいずれかの方法でインストーラーを起動します。

• （32 ビットシステムの場合）¥server¥Disk1¥InstData¥Windows¥VM フォルダーの install.exe ファイルをダブ
ルクリックします。

• （64 ビットシステムの場合）¥server¥Disk1¥InstData¥Windows_64¥VM フォルダーの install.exe ファイルを
ダブルクリックします。

注意： 32 ビットバージョンは、開発および評価の目的でのみ使用します。 
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注意： 32 ビットのインストールを実行する場合、Adobe_JAVA_HOME 環境変数が 32 ビットバージョンの JDK に設
定されていることを確認してください。

2 プロンプトが表示されたら、インストールで使用する言語を選択して「OK」をクリックします。

3 はじめに画面で「次へ」をクリックします。

4 アップグレードの準備画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• 現在の LiveCycle ES4 SP1 のインストールを JEE 上の AEM forms にアップグレードするには、「既存のインストー
ルを AEM forms にアップグレードする準備」を選択します。表示されたパスがアップグレードする LiveCycle ES4 

のインストール場所を指していない場合は、「参照」をクリックして、アップグレードする LiveCycle ES4 インスタ
ンスのパスを指定します。

• 「Adobe Experience Manager Forms のインストール」を選択して、JEE 上の AEM forms をインストールし、イ
ンストール場所を指定します。

注意： この画面は、LiveCycle ES4 SP1 がインストールされている場合にのみ表示されます。

5 インストールフォルダーを選択画面で、表示されたデフォルトのディレクトリをそのまま使用するか、「選択」をクリッ
クし製品のインストール先ディレクトリを選択してから、「次へ」をクリックします。このディレクトリを [aem-forms 

root] と呼びます。

デフォルトのパスは C:\Adobe\Adobe_Experience_Manager_forms\ です。 

注意：  インストールディレクトリパスの長さは 40 文字を超えないようにしてください。また、国際文字や特殊文字を使
用しないでください。

6 インストールタイプを選択画面で、インストールタイプを選択し、「次へ」をクリックします。

• 通常の自動インストールの場合、インストールタイプとして「標準」の下の「自動」を選択します。「自動」オプショ
ンでは、AEM forms on JEE、JBoss 6.2 EAP、MySQL 5.5 database、および JDK 1.7.0_25 がインストールされま
す。「1 ページの「インストールおよび設定（自動オプション）」」を参照してください。

• 事前設定した MySQL データベースおよび JDK 以外のデータベースを使用する場合は、「カスタム」の下にある「部
分的な自動オプション」を選択します。デフォルトで JEE 上の AEM forms と JBoss Application Server がインス
トールされます。

• 自動インストールの代わりに任意のデータベース、アプリケーションサーバーおよび JDK を使用してカスタムインス
トールを実行するには、「手動」を選択します。このオプションは、JBoss Application Server および MySQL デー
タベースが既にシステムにインストールされており、それに AEM forms インストーラーで作成されるのと同じ 

Windows サービス名がつけられている場合にデフォルトで選択されます。

注意： 手動インストールについては、使用しているアプリケーションサーバー版の『JEE 上の AEM forms のインストー
ルおよびデプロイ』ガイドを参照してください。さらに、『JEE 上の AEM forms のインストールの準備』のすべての手
順を確認してから、操作を続行してください。

7 「データベース」セクションで、次の作業を実行します。

• 新しいデータベースをインストールする場合：「MySQL (MySQL 5.5) の自動オプションを含める」を選択し、「次
へ」をクリックします。

• 既存のデータベースを使用する場合：「データベースを使用」を選択し、使用しているデータベースのタイプを選択し
て「次へ」をクリックします。

8 （インストーラーと共に提供される MySQL を使用する場合のみ）MySQL ルート管理者パスワードを設定し、オプショ
ンとして MySQL ポート番号を入力します。この画面は、「MySQL の自動オプションを含める」が選択されている場合
のみ表示されます。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_prepareInstallsingle_61_jp
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注意： MySQL ではユーザー名またはパスワードに特殊文字とスペースを使用できません。このパスワードは、今後の参
照用に記録しておいてください。

• ポート番号が未使用であることを確認するには、「テスト」をクリックします。ポートが使用可能な場合は、緑の
チェックマークが表示されます。ポートが使用中の場合は、赤の X が表示されます。 

• ポートが使用中の場合は、新しいポート番号を入力して処理を繰り返し、使用可能なポートを見つけてください。「リ
セット」をクリックすると、ポートのボックスにデフォルトのポート番号である 3306 が入力されます。

9  JBoss Application Server 使用許諾契約書を読み、同意する場合は「同意します」を選択し、「次へ」をクリックしま
す。

10  （インストーラーと共に提供される MySQL を使用する場合のみ）MySQL 使用許諾契約書を読み、同意する場合は
「同意します」を選択し、「次へ」をクリックします。この画面は、「MySQL の自動オプションを含める」が選択されて
いる場合のみ表示されます。

11  AEM forms 使用許諾契約書を読み、同意する場合は「同意します」を選択し、「次へ」をクリックします。

12  プリインストールの概要を確認して、「インストール」をクリックします。インストールプログラムによりインストール
の進行状況が表示されます。このプロセスは、完了するまでに数分かかります。

13  リリースノートを確認して「次へ」をクリックします。

14  インストール完了画面で、次のいずれかのオプションを選択します。 

• サービスパックの更新が必要ない場合は、「Configuration Manager を起動」が選択されていることを確認し、「完
了」をクリックします。 

• サービスパックの更新が必要な場合は、「Configuration Manager を起動」オプションの選択を解除し、「完了」を
クリックしてインストーラーを終了します。

注意： 「Configuration Manager を起動」の選択を解除し、インストーラーを終了すると、[aem-forms 

root]\configurationManager\bin にある ConfigurationManager.bat ファイルを使用して、Configuration Manager 

を後で実行できます。

2.3 サービスパックのインストール
Configuration Manager を使用した設定を完了する前に、JEE 上の AEM forms 用の最新のサービスパックを適用します。
詳しくは、「AEM forms ヘルプハブ」を参照してください。

2.4 JEE 上の AEM forms のデータベースの作成
部分的な自動インストールで設定する前に、JEE 上の AEM forms で使用するデータベースを設定しておきます。

2.4.1 データベース設定の要件
ここでは、JEE 上の AEM forms で使用するデータベースを設定する方法について説明します。また、JEE 上の AEM 

forms データベースに必要な特殊なテーブル、インデックス、その他のプロパティのうち、Configuration Manager で設
定されないものについて説明します。

データベースには以下のエレメントが含まれます。

• JEE 上の AEM forms サービス

• JEE 上の AEM forms ランタイム設定

http://helpx.adobe.com/jp/aem-forms/6/getting-started.html
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• JEE 上の AEM forms データの処理

• 顧客のプロセスの定義とテンプレート

• アプリケーションサーバー管理データ

データベースを作成する前に、プリインストール要件を読み、必要なソフトウェアがインストールされていることを確認す
る必要があります 

JEE 上の AEM forms を初めてインストールする場合は、空のデータベースを作成する必要があります。JEE 上の AEM 

forms をサポートするのに必要な各テーブルは、Configuration Manager を使用して JEE 上の AEM forms データベース
を初期化するときに作成されます。（『JEE 上の AEM forms のインストールおよびデプロイ（JBoss 版）』を参照）

2.4.2 Oracle データベースの作成
データベースのインストール時に作成されたデフォルトデータベースを使用しない場合は、Database Configuration 

Assistant ツールを使用して新しいデータベースを作成します。JEE 上の AEM forms でサポートされているデータベースの
一覧については、「サポートされているデータベース」を参照してください。 

注意： JEE 上の AEM forms 用の Oracle データベースインスタンスの設定では、トランザクション処理用のテンプレート
または一般処理用のテンプレートを使用することができます。データベースインスタンスの設定にカスタムデータベーステ
ンプレートを使用する場合は、最低限のコンポーネントとして Oracle JVM および Enterprise Manager Repository を含
める必要があります。

Oracle データベースを作成するときは次の手順を実行します。

• 初期データベースサイズは 500 MB 以上に設定します。

• JEE 上の AEM forms アプリケーションからの永続データに応じてデータベースのサイズを増やせるようにユーザーの
クォータを作成します。

• UTF-8 エンコードのサポートを有効にします。 

• 「Database Character Set」を「Unicode (AL32UTF8)」に、「National Character Set」を「AL16UTF16 (Unicode 

UTF-16 universal character set)」に設定します。 

• NLS_LENGTH_SEMANTICS を BYTE に設定します（必要な場合）。他の値を設定するとデータベースの初期化が失
敗します。 

• 「Transaction Processing」を使用して Oracle をインストールし、サーバーの接続モードを「Dedicated Processing」
に設定する必要があります。

2.4.2.1 ユーザーアカウントと権限
データベース上に新規ユーザーアカウントを作成し、次のシステム権限を割り当てます。

• CREATE SEQUENCE

• CREATE VIEW

• UNLIMITED TABLESPACE

• CREATE TABLE

• CREATE CLUSTER

• CREATE SESSION

ユーザー名は、AIX、Linux または Solaris 上にデプロイする場合は 8 文字以下に、Windows の場合は 12 文字以下にする
必要があります。 

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_installJBoss_61_jp
http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_supportedplatforms_6_jp
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アプリケーションサーバーでデータソースを設定する場合は、次の情報が必要です。

• SID（サービス ID）

• Oracle ユーザーアカウントのユーザー名とパスワード 

• データベースサーバーのホスト名または IP アドレス

• Oracle リスナーポート番号（デフォルトのポートは 1521）

Oracle データベースの使用方法について詳しくは、該当するユーザーマニュアルを参照してください。

2.4.3 SQL Server データベースの作成
JEE 上の AEM forms が実行時データと設定データを格納するために使用する SQL Server データベースを作成することが
できます。SQL Server データベースの作成について詳しくは、SQL Server のマニュアルを参照してください。JEE 上の 

AEM forms でサポートされているデータベースの一覧については、「サポートされているデータベース」を参照してくださ
い。 

SQL Server データベースを作成し、アプリケーションサーバー上でデータソースを設定する際に使用するユーザーアカウ
ントを作成し、DB_OWNER の権限を割り当てます。データベースおよびユーザーの作成について詳しくは、SQL Server 

のマニュアルを参照してください。

アプリケーションサーバーでデータソースを設定する場合は、次の情報が必要です。

• データベース名

• SQL Server ユーザーアカウントのユーザー名とパスワード 

• データベースサーバーのホスト名または IP アドレス

• SQL Server ポート番号

2.4.3.1 JEE 上の AEM forms 用の SQL Server のセットアップ
JEE 上の AEM forms データベースを作成する前に、次の設定を変更して SQL Server を最適化します。 

2.4.3.1.1 メモリの拡張
SQL Server のデフォルトの設定では、積極的なメモリ割り当ては行われていません。この場合、SQL Server データベース
のほとんどのデプロイメントでパフォーマンスが大きく低下します。

注意： この節の処理は実行することをお勧めしますが、省略することもできます。

1 Microsoft SQL Server Management Studio を使用して、JEE 上の AEM forms データベースをホストするデータベー
スサーバーに接続します。

2 データベースサーバー接続を右クリックして、「Properties」をクリックします。 

3 Memory ページを選択し、「Minimum Server Memory (in MB)」ボックスにサーバー上の空きメモリのサイズと等
しいサイズを入力します。

4 SQL Server データベースを再起動します。

2.4.3.1.2 プロセッサーの優先度の設定
専用のデータベースサーバー（JEE 上の AEM forms の実稼働環境へのインストールに推奨）上では、SQL Server プロセ
スはシステムの CPU リソースを過度に消費しないように設定されます。

注意： この節の処理は実行することをお勧めしますが、省略することもできます。

1 Microsoft SQL Server Management Studio を使用して、JEE 上の AEM forms データベースをホストするデータベー
スサーバーに接続します。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_supportedplatforms_6_jp
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2 データベースサーバー接続を右クリックして、「Properties」をクリックします。 

3 Processors ページを選択し、「Boost SQL Server Priority」を選択します。

4 SQL Server データベースを再起動します。

2.4.3.1.3 復旧間隔の拡張
この設定では、クラッシュの後、回復までデプロイメントを待機する時間を指定します。SQL Server のデフォルトの設定
は 1 分です。この設定値を大きくすると、データベースログからデータベースファイルに変更を書き込む頻度が低くなるの
で、パフォーマンスが向上します。この設定では、トランザクションの動作が損なわれることはありませんが、起動時に再
生されるログファイルのサイズは影響を受けます。

注意： この節の処理は実行することをお勧めしますが、省略することもできます。

1 Microsoft SQL Server Management Studio を使用して、JEE 上の AEM forms データベースをホストするデータベー
スサーバーに接続します。

2 データベース接続を右クリックして、「Properties」をクリックします。 

3 Database Settings ページを選択し、「Recovery Interval (Minutes)」ボックスに 5 を入力します。 

4 SQL Server データベースを再起動します。

2.4.3.2 統合セキュリティ
注意： これはオプション設定です。

SQL Server 統合セキュリティを使用する場合は、SQL Server データベースを混合モードまたは Windows 認証モードに設
定する必要があります。ただし、Windows 認証モードを使用する場合は、Windows 上に統合セキュリティを設定して 

SQL Server との信頼できる接続を確立する必要があります（「Windows ログインの JEE 上の AEM forms データベース
ユーザーへのマップ」を参照）。 

注意： Windows 認証モードを使用した場合、Configuration Manager でデータベース接続の検証に失敗します。したがっ
て、部分的な自動インストールでは、認証タイプを SQL Server に設定する必要があります。Configuration Manager で
データベース接続の検証が完了したら、Windows 認証モードを有効にすることができます。

2.4.3.2.1 Windows ログインの JEE 上の AEM forms データベースユーザーへのマップ
1 Microsoft SQL Server Management Studio を使用して、JEE 上の AEM forms データベースをホストするデータベー
スサーバーに接続します。

2 認証モードを「Windows 認証」に設定します。

3 セキュリティ／ログインで Windows ドメインユーザーに対して新しいアカウントを作成し、「Windows 認証」を選択
します。

4 ログイン - 新規作成画面で「ユーザーマッピング」をクリックして、新しいユーザーのデータベースおよびデフォルトス
キーマを設定します。

5 データベースロールとして「db_owner」を選択し、「OK」をクリックします。

ユーザーを作成したことを確認するには、ツリーで JEE 上の AEM forms データベースを展開し、セキュリティ／ユーザー
を開きます。新しいユーザーがユーザーのリストに表示されます。

2.4.3.2.2 SQL Server データベースドライバーのインストール
注意： まだ実行していない場合は、Microsoft の Web サイトの Microsoft ダウンロードセンターから SQL Server JDBC 

Driver 4.0（全プラットフォーム用）をダウンロードしてください。JEE 上の AEM forms のインストール先のサーバーに、
SQL Server データベースドライバーをインストールしてください。
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この Web サイトの指示に従って、ドライバーをダウンロードし、インストールします。システム上でドライバーをインス
トールしたディレクトリの場所を控えておいてください。

2.4.3.2.3 Windows 上での統合セキュリティの設定
注意： JBoss サービスは、Windows ログインの JEE 上の AEM forms データベースユーザーへのマップで設定した 

Windows ユーザーとして実行する必要があります。JBoss がサービスとして実行されていない場合は、そのユーザーとし
て Windows にログインし、コマンドプロンプトから JBoss を起動する必要があります。

1 [appserverroot]\standalone\configuration にある lc_turnkey.xml ファイルを変更します。次の例に示すように、
integratedSecurity=true を接続 URL に追加します。jdbc:sqlserver://<hostname>:<port>;databaseName=<db-

name>;integratedecurity=true

2 上述の例の太字の値を、データベースサーバーに適した値に置き換えます。

3 JBoss を実行しているコンピューターの Windows システムパス（C:\Windows）に sqljdbc_auth.dll ファイルを追加
します。sqljdbc_auth.dll ファイルは、Microsoft SQL JDBC 3.0 ドライバーのインストール先（32 ビットオペレーティ
ングシステムの場合のデフォルトは [SQL_root]¥sqljdbc_3.0¥enu¥auth¥x86、64 ビットオペレーティングシステムの場合
のデフォルトは [SQL_root]¥sqljdbc_3.0¥enu¥auth¥x64）と同じ場所にあります。

注意： Microsoft SQL Server 2008 に対しては SQL Server JDBC Driver 3.0 を使用します。

4 JEE 上の AEM forms 用 JBoss または設定した JBoss サービスのプロパティを開き、「ログオン」タブをクリックします。

5 「アカウント」を選択し、Windows ログインの JEE 上の AEM forms データベースユーザーへのマップでマップした
ユーザーアカウントの値を入力します。コマンドラインから JBoss を実行する場合は、このユーザーとしてログインする
必要があります。

2.4.3.3 SQL Server データベースのサイズ変更
SQL Server で提供されるデフォルトのデータベースサイズは、JEE 上の AEM forms には小さすぎます。データベースが
自動拡張に設定されている場合でも、データベースが大きくなると、または大きくなってディスクがフラグメント化し始め
ると、パフォーマンスの低下などの予期しない結果が生じることがあります。デプロイメント要件に合わせて、作成時に事
前にデータベースサイズを割り当てることをお勧めします。

中規模のデプロイメント：LDAP ディレクトリ内におよそ 100,000 のユーザーと 10,000 のグループが存在する環境。
「Database Data Initial Size」を 1 GB に設定し、自動拡張を 250 MB に設定します。

大規模のデプロイメント：LDAP ディレクトリ内におよそ 350,000 のユーザーと 10,000 を超えるグループが存在する環境。
「Database Data Initial Size」を 2 GB に設定し、自動拡張を 1 GB に設定します。

注意： データベースの拡張が、常に特定のサイズに制限されます。管理者は、JEE 上の AEM forms データベースのリソー
ス利用状況を監視して、限定された領域、すなわちデータベースが存在するディスク上で使用可能な領域が失われないこと
を確認します。

2.4.3.4 JEE 上の AEM forms データベースユーザー、スキーマおよびログインの作成
これで、JEE 上の AEM forms データベースユーザー、スキーマおよびログインを作成することができます。

重要： JEE 上の AEM forms のデータベースインスタンスを作成するときには、必ず SQL_Latin1_General_CP1_CI_AS 

照合（データベースを日本語環境で実行する場合は Japanese_CI_AS 照合）を使用してください。それ以外の照合を使用す
ると、データベースの初期化に失敗する場合があります。SQL Server データベースの作成時に使用した照合と異なる照合
を、JEE 上の AEM forms データベースインスタンスに使用できます。

1 Microsoft SQL Server Management Studio で「Server」をクリックし、「Database」を右クリックして「New 

Database」を選択します。

2 任意のデータベース名を入力します。 
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注意： データベース名は非常に重要です。指定した名前は、以降の手順で一貫して使用する必要があります。以降の手順
では database_name として参照します。

3 「Database Data Initial Size MB」ボックスに適切な値を入力します。 

• 小規模な開発または小規模な実稼働システムでは、200 MB を指定します。

• 大規模なシステムの場合は、SQL Server データベースのサイズ変更を参照してください。

4 「Database DataAutogrowth」ボックスに、50 ％と入力します。

5 「Database LogInitial Size」ボックスに適切な値を入力します。

• 小規模な開発または小規模な実稼働システムでは、20 MB を指定します。

• 大規模なシステムの場合は、SQL Server データベースのサイズ変更を参照してください。

6 「Database LogAutogrowth」ボックスに、50 ％と入力します。

7 「OK」をクリックすると、データベースが作成されます。

2.4.3.4.1 SQL Server での JEE 上の AEM forms ユーザーの作成
以下の手順では、[database_name] はデータベースの作成時に指定した名前を表し、[database_username] は新規ユー
ザーに指定する名前を表します。

1 Microsoft SQL Server Management Studio を使用して、JEE 上の AEM forms データベースを作成したデータベース
サーバーに接続します。

2 Server／ Security をクリックし、「Logins」を右クリックして、「New Login」を選択します。

3 ログイン名 [database_username] を入力し、次に、「SQL Server Authentication」を選択して、新しいパスワードを
入力します。

4 「Enforce Password Expiration, User must change password on next login」が選択解除されていることを確認しま
す。

5 デフォルトのデータベースは「Master」のままにし、「OK」をクリックします。

6 Server／Databases／ [database_name]／ Security をクリックし、「Schemas」を右クリックして、「New Schema」
を選択します。 

7 「Schema Name」ボックスに [database_username] を入力し、「OK」をクリックします。

8 Server／Databases／ [database_name]／ Security をクリックし、「Users」を右クリックして、「New User」を選択
します。

9 New User ダイアログボックスで、ログイン名とユーザー名 [database_username] を入力します。 

10デフォルトのスキーマを [database_username]に設定して「OK」をクリックします。

注意： スキーマ名は [database_username] と同じである必要があります。

11（SQL Server 2008 R2）「Schemas Owned By This User」領域で、[database_username]スキーマを選択します。

12サーバー／データベース／ [database_name]／セキュリティ をクリックし、[database_username] スキーマを右ク
リックして、プロパティ／「権限」を選択します。

a 「ユーザー」または「ロール」で「検索」をクリックして [database_username] を入力し、「OK」をクリックしま
す。

b 「明示的」タブで、次の権限を許可します。

• Alter

• 挿入

• 参照
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• 選択

• 更新

• 削除

c 「OK」をクリックします。

13サーバー／データベース／ [database_name]を右クリックし、[database_username] スキーマを右クリックして、プ
ロパティ／権限を選択します。

a 「明示的」タブで、「テーブルを作成」、「ビューを作成」、「接続」の権限を許可します。

b 「OK」をクリックします。

2.4.3.4.2 JEE 上の AEM forms ユーザーとデータベースとの関連付け
JEE 上の AEM forms ユーザーを作成した後に、このユーザーを JEE 上の AEM forms データベースに関連付けます。

1 Security／ Logins をクリックし、[database_username] を右クリックして、「Properties」をクリックします。

2 Login Properties の General ページで、ユーザーのデフォルトのデータベースを [database_name] に設定します。

3 User Mapping ページを選択し、「Users Mapped To This Login」セクションで、[database_name] が選択されてい
ること、「User」が [database_username] に設定されていること、「Default Schema」が [database_username] に設
定されていることを確認します。

4 「Users Mapped To This Login」テーブルで [database_name] が選択されていることを確認し、「Database Role 

Membership For[database_name]」テーブルで「public」が選択されていることを確認して、「OK」をクリックし
ます。

2.4.3.4.3 JEE 上の AEM forms データベースの分離レベルの設定
JEE 上の AEM forms では、長時間実行されているトランザクションと同時期に短時間の読み取りが何度も発生する場合の
デッドロックを管理するために、固有の分離レベルが必要です。

重要： MS SQL Server で分離レベルを設定し、デッドロックの問題を回避する必要があります。

1 「Databases」をクリックし、[database_name] を右クリックして、「New Query」を選択します。

注意： [database_name] は、データベースの作成時に指定した名前を表します。

2 Query パネルで、次のテキストを入力します。

ALTER DATABASE [database_name] SET READ_COMMITTED_SNAPSHOT ON GO

3 「Execute」をクリックします。応答がメッセージパネルに表示されます。 

2.4.4 MySQL データベースの作成
注意： この節で説明する内容は、MySQL を手動でインストールするユーザーを対象にしています。自動インストールに関
する説明はありません。

MySQL ツールを使用して、JEE 上の AEM forms で使用する MySQL 5 データベースを作成し、データベースに接続する
際にアプリケーションサーバーで使用する MySQL ユーザーアカウントを作成します。また、MySQL データベースサー
バーの設定も変更する必要があります。データベースおよびユーザーアカウントの作成について詳しくは、MySQL のマ
ニュアルを参照してください。JEE 上の AEM forms でサポートされているデータベースの一覧については、「サポートされ
ているデータベース」を参照してください。

注意： MySQL では、ユーザー名やパスワードで特殊文字やスペースの使用はサポートされません。ユーザー名とパスワー
ドがこの制限に従っていることを確認してください。また、Scheduler のエラーを避けるために MySQL データベース名で
はハイフン（-）を使用しないでください。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_supportedplatforms_6_jp
http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_supportedplatforms_6_jp
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注意： AIX、Linux または Solaris では、lower_case_table_names システム変数に 1 を設定して、テーブル名で大文字と
小文字が区別されるようにする必要があります。Windows システムでは、このパラメーターを指定しても影響は出ません。
テーブル名での大文字と小文字の区別の設定について詳しくは、MySQL のドキュメントを参照してください。

注意： グラフィカルユーザーインターフェイス（GUI）を使用して、MySQL でデータベーススキーマおよび新規ユーザー
を設定する場合は、MySQL Administrator ツールをインストールする必要があります（MySQL のユーザーマニュアルを
参照）。

MySQL データベースをインストールするときに、MYSQL UI の Variables セクションで UTF-8 文字エンコードを指定す
る必要があります。

JBoss でデータソースを設定する際は、次の情報が必要です。

• MySQL ユーザーアカウントのユーザー名とパスワード

• データベースサーバーのホスト名または IP アドレス

• MySQL ポート番号

2.4.4.1 MySQL データベースの場合のプロセスでのドキュメントの使用に関する制限
MySQL データベースでは、テーブルの行に格納できるデータの容量が制限されます。ドキュメントの複数インスタンスに
関連するプロセスでは、MySQL の行サイズ制限を上回る記憶領域が必要となることがあります。JEE 上の AEM forms で
は、1 つのプロセスインスタンスのデータがテーブルの 1 つの行に格納されるので、大容量データに関連するプロセスの場
合、行サイズに関する MySQL の制限を超えて、エラーが発生することがあります。

ドキュメントの多数のインスタンスに関連するプロセスを実行して、データベースでエラーが発生した場合は、ドキュメン
トを処理する操作が複数のサブプロセスで実行されるようにプロセスを再設計することができます。例えば、プロセスを再
設計して操作を 2 つのプロセスで実行することができます。最初のプロセスが元のプロセスの前半の操作に対応し、2 番目
のプロセスが後半の操作に対応します。この場合、最初のプロセスに 2 番目のプロセスを呼び出す処理を追加して、2 番目
のプロセスがサブプロセスとして実行されるようにする必要があります。

2.4.4.2 MySQL ユーザーアカウント
作成する MySQL ユーザーアカウントには、JEE 上の AEM forms データベース内のテーブルにアクセスするために次の権
限が必要です。

• SELECT

• INSERT

• UPDATE

• DELETE

• CREATE

• DROP

• REFERENCES

• INDEX

• ALTER

• CREATE_TMP_TABLE

• LOCK_TABLES
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2.4.4.3 MySQL 初期サーバー設定についての要件
my.ini ファイル（Windows）または /etc/my.cnf ファイル（AIX、Linux または Solaris）の mysqld セクションでは次の
設定が必要です。

• max_allowed_packet=25M

注意： この設定に失敗すると、「パケットが大きすぎる」というエラーが発生し、結果としてモジュールのデプロイが失
敗します。

my.ini ファイル（Windows）または /etc/my.cnf ファイル（AIX、Linux または Solaris）の mysqld セクションでは次
の設定をお勧めします。

• key_buffer_size=64M

• sort_buffer_size=1M

• default-storage-engine= INNODB

• innodb_buffer_pool_size=100M

• innodb_additional_mem_pool_size=5M

• innodb_log_file_size=170M

• innodb_log_buffer_size=8M

• innodb_flush_log_at_trx_commit=2

• query_cache_type=2

• default-character-set=utf8

• read_buffer_size=1M

• read_rnd_buffer_size=1M

2.5 JEE 上の AEM forms の設定
JEE 上の AEM forms がコンピューターにインストールされたので、Configuration Manager を実行して設定を行う必要
があります。Configuration Manager の実行には、高速モードまたはカスタムモードを選択することができます。 

• Configuration Manager を高速モードで実行するための詳しい手順については、「部分的な自動オプションの高速モー
ドを使用した JEE 上の AEM forms の設定」を参照してください。

• Configuration Manager をカスタムモードで実行するための詳しい手順については、「部分的な自動オプションのカス
タムモードを使用した JEE 上の AEM forms の設定」を参照してください。

2.5.1 部分的な自動オプションの高速モードを使用した JEE での AEM forms の設
定 
注意： Configuration Manager の実行中に F1 キーを押すと、現在表示されている画面に関するヘルプ情報が表示されま
す。「進行状況ログを表示」をクリックすると、いつでも設定の進行状況を確認できます。
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注意： 設定中に、「Reset to Default」オプションを使用して Configuration Manager 内のデータをリセットする必要があ
る場合は、Configuration Manager を必ず再起動してください。再起動しない場合、表示されない設定画面が発生する可
能性があります。

1 JEE 上の AEM forms のインストールから続けて作業をしている場合は、手順 3 に進みます。それ以外の場合は、[aem-

forms root]\configurationManager\bin フォルダーに移動して ConfigurationManager.bat スクリプトを実行しま
す。

2 プロンプトが表示されたら、使用する言語を選択して、「OK」をクリックします。

3 Adobe Experience Manager formsへようこそ画面で、「次へ」をクリックします。

4 アップグレードタスクの選択画面で、「LiveCycle ES4 SP1 からのアップグレード」の選択が解除されていることを確認
します。LiveCycle ES4 SP1 から JEE 上の AEM forms へのアップグレードを実行する場合は、『JEE 上の AEM forms 

自動アップグレードガイド』を参照してください。

5 Correspondence Management の選択画面では、「Correspondence Management」オプションがデフォルトで選択さ
れています。このオプションを選択しておくと、この後で Correspondence Management の設定画面が表示されます。

「次へ」をクリックして、続行します。

2.5.1.1 データソースおよびアプリケーションサーバーの設定
1 柔軟な自動インストール画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• データソースを設定する場合は「データソースの設定をスキップ」オプションの選択を解除したままにし、「次へ」を
クリックします。

• データソースを設定済みの場合は「データソースの設定をスキップ」オプションを選択し、「次へ」をクリックしま
す。

この画面は、設定済みのデータソースがある場合のみ表示されます。

2 データソース設定画面で、適切な情報を入力してデータベースの接続文字列を設定し、「データベース接続をテスト」を
クリックして接続が正しく設定されていることを確認します。

注意： データベースサーバーを実行していない場合やまだ設定していない場合でも、データソースを設定できます。ただ
し、「データベース接続をテスト」を実行すると、エラーメッセージが表示されます。 

3 アプリケーションサーバーの設定画面で「設定」をクリックして、「次へ」をクリックします。

重要： SQL Server データベースを使用する場合は、この画面でアプリケーションサーバーを設定した後、SQL Server に対
して Windows 認証モードを有効にする必要があります。手順について詳しくは、統合セキュリティを参照してください。

2.5.1.2 設定モードの選択および Correspondence Management の選択
1 自動モード画面で、「高速モード」（短時間でのデプロイに推奨）を選択し、「次へ」をクリックして、次のセクションに
進みます。

2 Correspondence Management の選択画面で「Correspondence Management 」を選択し、「次へ」をクリックしま
す。この画面は、既に Correspondence Management がインストールされている場合にのみ表示されます。

2.5.1.3 モジュールの選択
1 モジュール画面で、ライセンスされ、デプロイする予定の JEE 上の AEM forms モジュールが選択されていることを確
認して、「次へ」をクリックします。

注意： ライセンスされているすべてのモジュールを同時にデプロイする必要はありません。後で Configuration 

Manager を実行して、必要なモジュールをデプロイすることができます。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_upgradeTurnkey_6_jp
http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_upgradeTurnkey_6_jp
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2 自動オプションの JBoss SSL を設定画面で、SSL 証明書の設定に関する情報を入力し、「JBoss SSL を設定」をクリック
します。設定が完了したら、「次へ」をクリックします。 

この手順をスキップして、後から Configuration Manager で設定できます。 

• 証明書エイリアス：証明書の参照に使用する一意の代替名。

• キーストアファイル名：鍵および証明書の保存に割り当てられたキーストア名。

3 CRX 設定画面で、 

1 リポジトリのパスを指定します。デフォルトの場所は、[aem-forms root]/crx-repository です。

2 必要に応じてリポジトリタイプを選択します。CRX3 Mongo DB を選択する場合、Mongo データベース名とデータ
ベースの URL を指定します。

3 オプションで AEM サンプルをインストールするには、使用する AEM Samples をインストールする必要がありま
す。

4 「設定」をクリックして、指定した場所に必要なレポジトリを作成します。

これにより、JEE 上の AEM forms Core EAR ファイル内にバンドルされるようにリポジトリを設定します。 

「次へ」をクリックして、続行します。

元の Core EAR ファイルのバックアップ（Adobe-jboss-core-ear.orig）は、[aem-forms root]\deploy フォルダー
に取り込まれます。CRX リポジトリを含めずにセットアップを再度実行する場合には、EAR ファイルを復元できま

す。

注意： パッケージが構成済みになると、Configuration Manager を再実行して削除することはできません。 デプロイ済
みパッケージをアンインストールするには、Package Manager を使用してアンインストールおよび削除する必要があり
ます。

2.5.1.4 検証サンプルのインストール
❖（Forms、Assembler および Output のみ）Adobe Experience Manager forms インストール検証サンプル（IVS）

EAR ファイル画面では、サービス用の 3 つのサンプルアプリケーションをインストールできます。これらのサンプル
ファイルをインストールするには、「IVS EAR をデプロイメントセットに含めます」を選択し、「次へ」をクリックしま
す。 

adobe-output-ivs-jboss.ear、adobe-assembler-ivs.ear および adobe-forms-ivs-jboss.ear が表示されます（モジュール画面で各
モジュールを選択した場合のみ）。

注意： IVS EAR ファイルは実稼働環境にデプロイしないでください。

2.5.1.5 Connector for EMC Documentum の設定
❖ EMC Documentum のクライアントを指定画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• 後で EMC Documentum を手動設定するには、「Connector for EMC Documentum コンテンツサーバーを設定」
オプションの選択を解除し、「次へ」をクリックします。

• 「Connector for EMC Documentum コンテンツサーバーを設定」オプションを選択したままにし、EMC 

Documentum クライアントの適切なバージョンおよびディレクトリパスを入力して、「検証」をクリックします。完
了したら、「次へ」をクリックし、次の画面でタスクを完了します。

• EMC Documentum Content Server 設定を指定画面で、必要な値を指定し、「次へ」をクリックします。

• Connector for EMC Documentum を設定画面で、「Documentum Connector を設定」をクリックします。完
了したら、「次へ」をクリックします。
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2.5.1.6 Connector for IBM Content Manager の設定
❖ IBM Content Manager のクライアントを指定画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• 後で IBM Content Manager を手動設定するには、「Connector for IBM Content Manager を設定」オプション
の選択を解除し、「次へ」をクリックします。

• 「Connector for IBM Content Manager を設定」オプションを選択したままにし、IBM Content Manager クライ
アントの適切なディレクトリパスを入力して「検証」をクリックします。完了したら「次へ」をクリックし、次の画
面でタスクを完了します。

• IBM Content Manager サーバーの設定を指定画面で、必要な値を指定し、「次へ」をクリックします。

• Connector for IBM Content Manager を設定画面で「IBM Content Manager Connector を設定」をクリッ
クします。完了したら、「次へ」をクリックします。 

2.5.1.7 Connector for IBM FileNet の設定 
❖ IBM FileNet のクライアントを指定画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• 後で IBM FileNet を手動設定するには、「Connector for IBM FileNet Content Manager を設定」オプションの
選択を解除し、「次へ」をクリックします。

• 「Connector for IBM Content Manager を設定」オプションを選択したままにし、IBM Filenet クライアントの適切
なバージョンとディレクトリパスを入力して、「検証」をクリックします。完了したら、「次へ」をクリックし、次の
画面の操作を完了します。

• IBM FileNet Content Server の設定を指定画面で、必要な値を指定し、「次へ」をクリックします。

• Connector for IBM FileNet Process Engine を設定画面で、適切なバージョン（有効な場合）とディレクトリパ
スを指定し、「検証」をクリックします。完了したら、「次へ」をクリックします。

• IBM FileNet Process Engine サーバーの設定を指定画面で、必要な値を指定し、「次へ」をクリックします。

• Connector for IBM FileNet を設定画面で、「FileNet Connector を設定」をクリックします。完了したら、「次
へ」をクリックします。

2.5.1.8 Connector for Microsoft SharePoint の設定
Adobe Experience Manager forms Connector for Microsoft SharePoint を設定画面で、次のいずれかのタスクを実行し
ます。

• 後で Microsoft Sharepoint を手動設定するには、「 AEM forms Connector for Microsoft SharePoint を設定」オプ
ションの選択を解除し、「次へ」をクリックします。

• 「AEM forms Connector for Microsoft SharePoint を設定」オプションを選択したままにします。必要な値を指定し
て、「SharePoint Connector を設定」をクリックします。完了したら、「次へ」をクリックします。

2.5.1.9 ECM Connector の設定の検証
設定を確認画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• 初めてコネクタを設定する場合、または前の画面で設定のいずれかを変更した場合、「アプリケーションサーバーを再起
動します」オプションを選択したままにし、「設定を検証」をクリックします。検証に成功したら、「次へ」をクリックし
ます。

注意： IBM FileNet クライアントを含むディレクトリ名に、ハイフン (-)、下線 (_)、カンマ (,)、ドット (.) などの特殊文
字がある場合は、IBM FileNet の検証に失敗する場合があります。

• 後でコネクタを設定する場合は、「アプリケーションサーバーを再起動します」オプションの選択を解除し、「設定を検
証」をクリックします。検証に成功したら、「次へ」をクリックします。
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2.5.1.10 PDF Generator の設定
1 PDF のネイティブ変換に必要な管理者のユーザー資格情報画面で、サーバーマシンの管理者権限を持つユーザーのユー
ザー名とパスワードを入力します。「ユーザーを追加」をクリックします。

Windows Server 2008 の場合は管理ユーザーを 1 人以上追加し、「次へ」をクリックします。 

注意： Windows Server 2008 で、追加するユーザーのユーザーアカウント制御（UAC）を無効にする必要があります。
UAC を無効にするには、コントロールパネル／ユーザーアカウント／ユーザーアカウント制御の有効化または無効化を
クリックし、「ユーザーアカウント制御 (UAC) を使ってコンピューターの保護に役立たせる」の選択を解除します。
「OK」をクリックします。システムを再起動すると、変更が有効になります。

2 PDFGenerator System Readiness Test 画面で、「開始」をクリックして、PDF Generator を使用するできるようにシ
ステムが適切に設定されているかどうかを検証します。

3 System Readiness Tool レポートを確認し、「次へ」をクリックします。

2.5.1.11 Acrobat Reader DC Extensions 証明書の設定
❖ Acrobat Reader DC Extensions 証明書の設定画面で、次のいずれかのオプションを選択します。

• Acrobat Reader DC Extensions 証明書ファイルを検索し、選択します。秘密鍵証明書のパスワードを入力し、証明
書に名前を付けます。「次へ」をクリックします。

• 「JEE 上の AEM forms 管理コンソールを使用して後から設定」を選択して上記の手順をスキップし、「次へ」をク
リックします。管理コンソールから使用権限秘密鍵証明書を設定できます（設定／ Trust Store の管理／ローカル秘
密鍵証明書）。

2.5.1.12 タスクの概要
1 Configuration Manager タスクの概要リストを確認し、「次の手順」を選択して、JEE 上の AEM forms のユーザーと
管理インターフェイスに関する情報を含む html ページを起動します。

2 JEE 上の AEM forms の設定が完了したら、実際のソリューション実装に応じて、該当するデプロイメント完了後の作業
を行います（デプロイメント完了後の作業を参照）。

3 SSL を再設定したか、JEE 上の AEM forms を設定済みのサーバーで Configuration Manager を実行している場合、
JBoss を再起動して SSL 設定を有効にする必要があります。

注意： アプリケーションサーバーを再起動する前に、CRX のインストールが完了しており、CRX が実行されていること
を確認します。そうしないと、リポジトリが破損する場合があります。CRX が起動実行されていることを検証するには、
以下のチェックに合格していることを確認してください。

• http://<server>:<port>/lc に移動して、設定済みのユーザー名とパスワードを使用してログインできることを確認し
ます。デフォルトのユーザー名 / パスワードは administrator/password です。

• http://<server>:<port>/system/console に移動して、すべてのバンドルがアクティブ状態かフラグメント状態に
なっていることを確認してください。

2.5.2 部分的な自動オプションのカスタムモードを使用した JEE 上の AEM forms 
の設定
注意： Configuration Manager の実行中に F1 キーを押すと、現在表示されている画面に関するヘルプ情報が表示されま
す。「進行状況ログを表示」をクリックすると、いつでも設定の進行状況を確認できます。

注意： 設定中に「既定値にリセット」オプションを使用して Configuration Manager のデータをリセットしなければなら
なくなった場合、Configuration Manager を再起動してください。再起動しない場合、表示されない設定画面が発生する
可能性があります。
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2.5.2.1 カスタムモードを使用した JEE 上の AEM forms の設定
1 JEE 上の AEM forms のインストールから続けて作業をしている場合は、手順 3 に進みます。それ以外の場合は、[aem-

forms root]\configurationManager\bin フォルダーに移動して ConfigurationManager.bat を実行します。

2 プロンプトが表示されたら、使用する言語を選択して、「OK」をクリックします。

3 Adobe Experience Manager formsへようこそ画面で、「次へ」をクリックします。

4 アップグレードタスクの選択画面で、「LiveCycle ES4 SP1 からのアップグレード」の選択が解除されていることを確認
します。LiveCycle ES4 SP1 のアップグレードを実行する場合は、『JEE 上の AEM forms 自動アップグレードガイド』
を参照してください。

2.5.2.2 データソースおよびアプリケーションサーバーの設定
1 柔軟な自動インストール画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• データソースを設定する場合は「データソースの設定をスキップ」オプションの選択を解除したままにし、「次へ」を
クリックします。

• データソースを設定済みの場合は「データソースの設定をスキップ」オプションを選択し、「次へ」をクリックしま
す。

この画面は、設定済みのデータソースがある場合のみ表示されます。

2 データソース設定画面で、適切な情報を入力してデータベースの接続文字列を設定し、「データベース接続をテスト」を
クリックして接続が正しく設定されていることを確認します。

注意： データベースサーバーを実行していない場合やまだ設定していない場合でも、データソースを設定できます。ただ
し、「データベース接続をテスト」を実行すると、エラーメッセージが表示されます。 

3 アプリケーションサーバーの設定画面で「設定」をクリックして、「次へ」をクリックします。

重要： SQL Server データベースを使用する場合は、この画面でアプリケーションサーバーを設定した後、SQL Server に対
して Windows 認証モードを有効にする必要があります。手順について詳しくは、統合セキュリティを参照してください。

2.5.2.3 設定モードの選択
❖「自動モード」画面で「カスタムモード」を選択して「次へ」をクリックし、次の画面に進みます。カスタムモードでは
システム設定をカスタマイズできますが、別途の知識が必要です。 

2.5.2.4 モジュールの選択
❖ モジュール画面で、ライセンスされ、デプロイする予定の JEE 上の AEM forms モジュールが選択されていることを確
認して、「次へ」をクリックします。

注意： ライセンスされているすべてのモジュールを同時にデプロイする必要はありません。後で Configuration 

Manager を実行して、必要なモジュールをデプロイすることができます。

注意： 適切な設定と機能のために、一部のモジュールは他のモジュールとのテクニカルな依存関係をもちます。相互依存
するモジュールが選択されていない場合、Configuration Manager はダイアログを表示し、それより先の操作はできな
くなります。例えば、Correspondence Management を設定する際には、Forms、Output、Content Repository モ
ジュールを選択する必要があります。 

2.5.2.5 タスクの選択
タスク選択画面で、使用可能なタスクがすべて選択されていることを確認して、「次へ」をクリックします。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_upgrade_61_jp
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注意： 「アプリケーションサーバーを設定」と「アプリケーションサーバーの設定を検証」の各タスクは、JBoss 自動オプ
ションでは選択できません。アプリケーションサーバーが既に JEE 上の AEM forms 用に設定されているので、JBoss 自動
オプションでこれらのタスクはサポートされません。

2.5.2.6  EAR、フォントおよび GDS の設定
1 Adobe Experience Manager forms を設定（1/5）画面で、「設定」をクリックします。EAR ファイルの設定が完了した
ら、「次へ」をクリックします。設定に含まれているモジュールの数によっては、このプロセスが完了するまでに数分か
かる場合があります。 

2 Adobe Experience Manager forms を設定（2/5）画面で、JEE 上の AEM forms がフォントにアクセスする際に使用
するディレクトリを設定し、「次へ」をクリックします。 

この画面の値のいずれかを変更する必要がある場合にのみ、設定を編集します。

• （オプション）「Adobe サーバーフォントディレクトリ」のデフォルトの場所を変更するには、パスを入力するか、
ディレクトリを参照します。デフォルトのパスは、[aem-forms root]/fonts です。

• 「カスタマーフォントディレクトリ」ボックスで、カスタマーフォントの新しい場所を指定できます。 

注意： アドビシステムズ社以外が提供しているフォントを使用するユーザーの権利は、それらのフォントを所有する
会社が提供する使用許諾契約書に拘束されるもので、アドビソフトウェアを使用するための使用許諾契約書は適用さ
れません。アドビシステムズ社以外が提供しているフォントをアドビソフトウェアで使用する前に、適用されるアド
ビシステムズ社以外の使用許諾契約書すべてに準拠していることを確認してください。特に、サーバー環境でフォン
トを使用する際は注意が必要です。 

• （オプション）「システムフォントディレクトリ」のデフォルトの場所を変更するには、パスを入力するか、ディレク
トリを参照します。

• （オプション）FIPS を有効にするには、「FIPS を有効にする」を選択します。このオプションは、連邦情報処理規格
（FIPS）を適用する場合にのみ選択してください。

注意： この画面で「システムフォントディレクトリ」や「FIPS を有効にする」の値を変更しても、アップグレードプ
ロセスでは設定に反映されません。設定が完了したら、管理コンソールでシステムフォントディレクトリを手動で更
新し、FIPS オプションを有効にする必要があります。「管理ヘルプ」の「コア設定」を参照してください。

3 Adobe Experience Manager forms を設定（3/5）画面で、「一時ディレクトリの場所」をデフォルト値のままにする
か、ディレクトリのパスを入力または参照して別の場所を指定します。デフォルトの場所は、[aem-forms root]\temp で
す。「次へ」をクリックして、続行します。

4 Adobe Experience Manager forms を設定（4/5）画面で、「グローバルドキュメントストレージディレクトリパス」を
デフォルト値のままにするか、「参照」をクリックして完全修飾パスを指定します。「次へ」をクリックして、続行しま
す。

デフォルトの場所は、[aem-forms root]/gds です。

5 永続的なドキュメントストレージを設定（5/5）画面で、「GDS を使用」または「データベースを使用」を選択します。
「設定」をクリックして永続的なドキュメントストレージ方法を設定し、プロセスが完了したら「次へ」をクリックしま
す。

2.5.2.7 PDF Generator 用の Acrobat の設定 
1 （PDF Generator のみ）Acrobat を PDF Generator に合わせて設定画面で、「設定」をクリックして設定スクリプトを
実行します。完了したら、「次へ」をクリックします。

2 AEM forms の概要を設定画面で、「次へ」をクリックします。
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2.5.2.8 自動オプションの JBoss SSL の設定
自動オプションの JBoss SSL を設定画面で、SSL 証明書の設定に関する情報を入力し、「JBoss SSL を設定」をクリックしま
す。設定が完了したら、「次へ」をクリックします。 

Acrobat Reader DC Extensions をインストールしていなくて、後で管理コンソールで設定する場合は、この手順をスキッ
プできます。 

• 証明書エイリアス：証明書の参照に使用する一意の代替名。

• キーストアファイル名：鍵および証明書の保存に割り当てられたキーストア名。

2.5.2.9 検証サンプルのインストール
❖（Forms、Assembler および Output のみ）Adobe Experience Manager forms インストール検証サンプル（IVS）

EAR ファイル画面では、サービス用の 3 つのサンプルアプリケーションをインストールできます。これらのサンプル
ファイルをインストールするには、「IVS EAR をデプロイメントセットに含めます」を選択し、「次へ」をクリックしま
す。 

adobe-output-ivs-jboss.ear、adobe-assembler-ivs.ear および adobe-forms-ivs-jboss.ear が表示されます（モジュール画面で各
モジュールを選択した場合のみ）。

注意： IVS EAR ファイルは実稼働環境にデプロイしないでください。

2.5.2.10 EAR のデプロイ
JEE 上の AEM forms EAR ファイルをデプロイ画面で、JBoss にデプロイする EAR ファイルを選択し、「デプロイ」をク
リックします。完了したら、「次へ」をクリックします。

2.5.2.11 データベースの初期化 
Adobe Experience Manager forms データベースの初期化画面で、ホストとポートの情報を確認して、「初期化」をクリッ
クします。データベースの初期化タスクによって、データベースにテーブルが作成され、デフォルトのデータがテーブルに
追加されて、データベースに基本的なロールが作成されます。初期化が正常に完了したら、ダイアログの「OK」をクリッ
クして JBoss サーバーを手動で再起動し、「次へ」をクリックします。 

注意： この手順はスキップしないでください。初期化しても従来のデータは破損しません。

2.5.2.12 サーバー情報
Adobe Experience Manager forms 情報画面で、JEE 上の AEM forms のユーザー ID とパスワードを入力し、「サーバー
接続を検証」をクリックします。検証が完了したら、「次へ」をクリックします。

重要： デフォルトの ユーザー ID は administrator で、パスワードは password です。初期設定の完了後、管理コンソールでデ
フォルトのパスワードを変更してください。

この画面に表示されるサーバー情報はデプロイメント時のデフォルト値です。サーバー接続の検証は、デプロイメントや検
証でエラーが発生した場合に、トラブルシューティングの対象を絞り込むのに役立ちます。接続テストが正常に終了しても
以降の段階でデプロイメントや検証のエラーが発生する場合は、接続の問題をトラブルシューティングのプロセスから除外
できます。

2.5.2.13 Central Migration Bridge Service のデプロイメント設定
Central Pro または Web Output Pak で JEE 上の AEM forms を設定するライセンスがある場合、「Central Migration 

Bridge Service をデプロイメントに含める」を選択し、「次へ」をクリックします。
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2.5.2.14 コンポーネントのデプロイメント
1 Adobe Experience Manager forms コンポーネントのデプロイメント画面で、「デプロイ」をクリックします。ここでデ
プロイされるコンポーネントは、サービスのデプロイ、統合および実行を目的として JEE 上の AEM forms に組み込ま
れたサービスコンテナにプラグインされる Java アーカイブファイルです。デプロイメントが正常に完了したら、「次へ」
をクリックします。

2 Adobe Experience Manager forms コンポーネントのデプロイメント検証画面で、「検証」をクリックします。AEM 

forms Configuration Manager によって、AEM forms J2EE サーバーでデプロイおよび実行される Java アーカイブ
ファイルが検証されます。検証が正常に完了したら、「次へ」をクリックします。

2.5.2.15 コンポーネントの設定
JEE 上の AEM forms コンポーネントを設定画面で、設定する JEE 上の AEM forms モジュールを選択し、「次へ」をク
リックします。次に表示される画面は、この画面で選択した内容によって変わります。

2.5.2.15.1 Connector for EMC Documentum の設定
❖ EMC Documentum のクライアントを指定画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• 後で EMC Documentum を手動設定するには、「Connector for EMC Documentum コンテンツサーバーを設定」
オプションの選択を解除し、「次へ」をクリックします。

• 「Connector for EMC Documentum コンテンツサーバーを設定」オプションを選択したままにし、EMC 

Documentum クライアントの適切なバージョンおよびディレクトリパスを入力して、「検証」をクリックします。完
了したら、「次へ」をクリックし、次の画面でタスクを完了します。

• EMC Documentum Content Server 設定を指定画面で、必要な値を指定し、「次へ」をクリックします。

• Connector for EMC Documentum を設定画面で、「Documentum Connector を設定」をクリックします。完
了したら、「次へ」をクリックします。

2.5.2.15.2 Connector for IBM Content Manager の設定
❖ IBM Content Manager のクライアントを指定画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• 後で IBM Content Manager を手動設定するには、「Connector for IBM Content Manager を設定」オプション
の選択を解除し、「次へ」をクリックします。

• 「Connector for IBM Content Manager を設定」オプションを選択したままにし、IBM Content Manager クライ
アントの適切なディレクトリパスを入力して「検証」をクリックします。完了したら「次へ」をクリックし、次の画
面でタスクを完了します。

• IBM Content Manager サーバーの設定を指定画面で、必要な値を指定し、「次へ」をクリックします。

• Connector for IBM Content Manager を設定画面で「IBM Content Manager Connector を設定」をクリッ
クします。完了したら、「次へ」をクリックします。 

2.5.2.15.3 Connector for IBM FileNet の設定 
❖ IBM FileNet のクライアントを指定画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• 後で IBM FileNet を手動設定するには、「Connector for IBM FileNet Content Manager を設定」オプションの
選択を解除し、「次へ」をクリックします。

• 「Connector for IBM Content Manager を設定」オプションを選択したままにし、IBM Filenet クライアントの適切
なバージョンとディレクトリパスを入力して、「検証」をクリックします。完了したら、「次へ」をクリックし、次の
画面の操作を完了します。

• IBM FileNet Content Server の設定を指定画面で、必要な値を指定し、「次へ」をクリックします。
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• Connector for IBM FileNet Process Engine を設定画面で、適切なバージョン（有効な場合）とディレクトリパ
スを指定し、「検証」をクリックします。完了したら、「次へ」をクリックします。

• IBM FileNet Process Engine サーバーの設定を指定画面で、必要な値を指定し、「次へ」をクリックします。

• Connector for IBM FileNet を設定画面で、「FileNet Connector を設定」をクリックします。完了したら、「次
へ」をクリックします。

2.5.2.15.4 Connector for Microsoft SharePoint の設定
❖ Adobe Experience Manager forms Connector for Microsoft SharePoint を設定画面で、次のいずれかのタスクを実行
します。

• 後で Microsoft Sharepoint を手動設定するには、「 AEM forms Connector for Microsoft SharePoint を設定」オ
プションの選択を解除し、「次へ」をクリックします。

• 「AEM forms Connector for Microsoft SharePoint を設定」オプションを選択したままにします。必要な値を指
定して、「SharePoint Connector を設定」をクリックします。完了したら、「次へ」をクリックします。

2.5.2.15.5 ECM Connector の設定の確認
❖ 設定を確認画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• 初めてコネクタを設定する場合、または前の画面で設定のいずれかを変更した場合、「アプリケーションサーバーを再
起動します」オプションを選択したままにし、「設定を検証」をクリックします。検証に成功したら、「次へ」をク
リックします。

注意： IBM FileNet クライアントを含むディレクトリ名に、ハイフン (-)、下線 (_)、カンマ (,)、ドット (.) などの特
殊文字がある場合は、IBM FileNet の検証に失敗する場合があります。

• 後でコネクタを設定する場合は、「アプリケーションサーバーを再起動します」オプションの選択を解除し、「設定を
検証」をクリックします。検証に成功したら、「次へ」をクリックします。

2.5.2.15.6 PDF Generator の設定
1 PDF のネイティブ変換に必要な管理者のユーザー資格情報画面で、サーバーマシンの管理者権限を持つユーザーのユー
ザー名とパスワードを入力します。「ユーザーを追加」をクリックします。

Windows Server 2008 の場合は管理ユーザーを 1 人以上追加し、「次へ」をクリックします。

注意： Windows Server 2008 で、追加するユーザーのユーザーアカウント制御（UAC）を無効にする必要があります。
UAC を無効にするには、コントロールパネル／ユーザーアカウント／ユーザーアカウント制御の有効化または無効化を
クリックし、「ユーザーアカウント制御 (UAC) を使ってコンピューターの保護に役立たせる」の選択を解除します。
「OK」をクリックします。システムを再起動すると、変更が有効になります。

重要： 追加するユーザーの UAC を無効にしておきます。Vista および Windows Server 2008 R1 上での Windows 

UAC の無効化または Windows 7 および Windows Server 2008 R2 上での Windows UAC の無効化を適宜参照してく
ださい。 

2 PDFGenerator System Readiness Test ダイアログボックスで「開始」をクリックして、PDF Generator を使用する上
でシステムが適切に設定されているかを検証します。

3 System Readiness Tool レポートを確認し、「次へ」をクリックします。
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2.5.2.15.7 Acrobat Reader DC Extensions 証明書の設定
❖（Acrobat Reader DC Extensions のみ）Acrobat Reader DC Extensions の証明書の設定ダイアログボックスで、次
のいずれかのオプションを選択します。

• Acrobat Reader DC Extensions 使用権限資格情報ファイルの場所を参照し、アドビから提供された資格情報のパス
ワードと Acrobat Reader DC Extensions アプリケーションに表示される設定済みの資格情報の名前を入力し、「設
定」をクリックして、「次へ」をクリックします。

• 上記の手順をスキップする場合は、「管理コンソールを使用して後から設定」を選択して「次へ」をクリックします。
管理コンソールから使用権限秘密鍵証明書を設定できます（設定／ Trust Store の管理／ローカル秘密鍵証明書）。

2.5.2.16 タスクの概要
Configuration Manager のタスクの概要リストを確認し、「次の手順」を選択して、JEE 上の AEM forms のユーザーイン
ターフェイスおよび管理インターフェイスに関する情報を含んでいる HTML ページを表示します。「完了」をクリックしま
す。

2.6 次の手順
SSL を再設定したか、JEE 上の AEM forms を設定済みのサーバーで Configuration Manager を実行している場合、JBoss 

を再起動して SSL 設定を有効にする必要があります。

JEE 上の AEM forms を使用して Document Services を設定およびデプロイした場合は、デプロイメント完了後のタスク
を実行できます（デプロイメント完了後の作業を参照）。
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第 3 章： トラブルシューティング

ここでは、AEM forms のトラブルシューティングの詳細について説明します。

3.1 ログファイルの表示
実行時や起動時のエラーなどのイベントは、アプリケーションサーバーのログファイルに記録されます。アプリケーション
サーバーへのデプロイ中に何らかの問題が発生した場合には、ログファイルを参照して問題を見つけることができます。ロ
グファイルは、任意のテキストエディターを使用して開きます。

3.1.1 JBoss Application Server のログ
JBoss Application Server のログファイルは、[aem_forms root]/jboss/standalone/log ディレクトリにあります。次のロ
グファイルが提供されます。

• boot.log

• server.log.[yyyy-mm-dd]

• server.log

3.1.2 AEM forms インストールログ
AEM forms インストーラーのログファイルは、[aem-forms root] および [aem-forms root]\log ディレクトリにありま
す。

3.1.3 Configuration Manager のログ
Configuration Manager のログファイルは、[aem-forms root]\configurationManager\log ディレクトリにあります。

3.2 AEM forms 用コネクタ設定時のエラー
現象
設定を確認画面で設定を検証しようとすると、次のエラーメッセージが表示されることがあります。

"com.adobe.livecycle.cdv.CDVException The following ports required by JBOSS_FOR_ADOBE_EXPERIENCE_MANAGER_forms 

are still in use 8083, 1099, 1098. Another instance may be running or another application may be using some of the required ports"

解像度
1 Windows タスクマネージャーを開き、JBoss サーバーの Java プロセスを選択します。 

JBoss の Java プロセスは、[aem-forms root]\java\32bit\jdk1.7.0_25\bin\java.exe または [aem-forms 
root]\java\jdk1.7.0_25\bin\java.exe のインスタンスである必要があります。

2 「タスクの終了」をクリックして JBoss サーバーの Java プロセスを停止します。 

3 設定を確認画面で、「設定を検証」をクリックします。JBoss サーバーがエラーなしで起動します。 
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第 4 章： 付録 - 自動環境の概要

次の表に、AEM forms の各自動インストール環境の概要を示します。

JBoss 用自動インストール JBoss 用部分的な自動インストール

J2EE アプリケーションサーバー：

• JBoss 6.2.0

J2EE アプリケーションサーバー：

• JBoss 6.2.0

サーバー :

• スタンドアロン

サーバー :

• スタンドアロン

データベース :

• MySQL 5.5

データベース :

• MySQL 5.5 

• Microsoft SQL Server 2008 R2 または 2012

• Oracle 11g および Oracle 12c

Windows サービス：

• MySQL for Adobe Experience Manager forms

• JBoss for Adobe Experience Manager forms

Windows サービス：

• JBoss for Adobe Experience Manager forms

プライマリポート：

• 8080（Web ポート）

プライマリポート：

• 8080（Web ポート）

プロセス：

• mysqld.exe*32 [MySQL]

• java.exe（JBoss のすべてのサーバー）

プロセス：

• java.exe（JBoss のすべてのサーバー）
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